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取扱説明書
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1	 取扱説明書
取扱説明書は本製品のライフサイクル全体について説明しています。本説明書は操作場所の手の届く所に保管し
てください。

安全に関する重要な情報。

	▶ 本説明書をよくお読みください。

	▶ 安全注意事項、適正使用および使用条件を遵守してください。

	▶ 本機を使用する者は本説明書をよく読んで理解する必要があります。

1.1	 表記

危険

切迫的危険についての警告。

	▶ 遵守しない場合、死亡または重傷を負う可能性があります。

警告

危険な状況に陥る可能性についての警告。

	▶ 遵守しない場合、重傷を負う、または死亡する可能性があります。

注意

潜在的危険性についての警告。

	▶ 遵守しない場合、軽症または中程度の傷害を負う可能性があります。

注意
物的損害についての警告。

	▶ 遵守しない場合、装置やシステムが損傷する可能性があります。

重要な追加情報、ヒントおよび推薦事項を示します。

本取扱説明書あるいは他の文書の情報の参照指示です。

危険を防ぐための指示のマーキング。

実行する必要のある作業手順をマークします。

結果を示します。

MENU ソフトウェアのインターフェーステキスト表示。

日本語
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1.2	 用語の定義
この説明書で使用される用語の定義。

	• 装置：使用される用語「装置」は次の装置タイプを指します：ME43

	• 爆発危険領域（Ex領域）：使用される用語「爆発危険領域（Ex領域）」は爆発危険領域を指します

	• Ex認可：使用される用語「Ex認可」は爆発危険領域での認可を指します

	• büS（Bürkertシステムバス）：使用される用語「büS」はCANopenプロトコルに基づいてBürkert が開発した通信
バスを指します。

2	 規定通りの使用

装置を適切に使用しない場合、人、周囲のシステムおよび環境に危険が及ぶ可能性があります。

フィールドバスゲートウェイタイプ ME43は、büSフィールドバスパティシパントと産業用EthernetPLC間のプロセ
ス値のフィールドバスコンバーターとして使用されます。	
タイプME43はフィールドバスプロトコル PROFIBUS DPV1、EtherCAT、PROFINET、EtherNet/IP、Modbus 
TCP、CC-LInk、DeviceNetおよびCANopenをサポートします。

	▶ ご使用の際には、許容データ、動作条件および使用条件を遵守してください。この情報は、契約書、取扱説明書
および銘板に記載されています。

	▶ 爆発の危険性のあるエリアでは、このエリアで承認された装置のみ使用してください。これらの装置は別のEx
銘板によって識別されています。ご使用の際は、別のEx銘板およびExの追加情報または別個のEx取扱説明書
に記載されている情報を確認してください。

装置

	▶ 屋外で使用しないでください。

	▶ 開かないでください。

	▶ Bürkertが推奨する、もしくは承認する場合にのみ、他社の装置やコンポーネントと組み合わせて使用してくだ
さい。

	▶ 必ず欠陥のない状態で使用し、保管、輸送、設置、操作は適切に行ってください。

	▶ 必ず適切に使用してください。

日本語
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3	 基本的な安全注意事項
この安全注意事項は、取付けや稼働時、メンテナンスに際して発生する偶発事象や事故を考慮していません。事業
者は、現地の安全規則をスタッフに関するものも含めて遵守する責任を負います。

一般的な危険状況。

怪我を防ぐために以下の点に留意してください。

	▶ 装置は完全な状態で、取扱説明書に従ってのみ使用してください。

	▶ 装置を改造したり、機械的なストレスを与えないでください。

	▶ 意図しない電源オンから装置やシステムを保護してください。

	▶ 有資格者にのみ設置やメンテナンス作業を行うことができます。

	▶ 製品は地域の規制に従って設置してください。

	▶ 電源が遮断された後はプロセスの再始動が制御されていることを確認してください。

	▶ 技術上の一般規則を遵守してください。

注意
静電気による危険がある部品およびアセンブリ。

製品には帯電した静電気 （ESD） に過敏に反応する電子部品が含まれています。静電気を帯びた人員や物品との
接触はこれらの部品の損傷につながります。最悪の場合は、この部品が直ちに破壊されたり、コミッショニング後に
故障したりします。

	▶ 急激な静電気放電による損傷の可能性を最小限に抑えるか、または回避するために、EN 61340-5-1 の要件を
満たしてください。

	▶ 電子部品を電源電圧時に接触させないでください。

日本語
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4	 一般注意事項

4.1	 連絡先
日本

Burkert Japan Ltd. 
セールスセンター 
〒 112-0005 
東京都文京区水道 
1-12-15　白鳥橋三笠ビル 
電話番号 +81 35804 5020 
Fax +81 35804 5021 
E-Mail: info.jpn@burkert.com

インターナショナル 
連絡先は当社のウェブサイトでご覧になれます：

www.burkert.com

4.2	 保証
保証の前提条件は、指定された使用条件に留意のうえでの製品の適正使用です。

4.3	 ウェブサイトで閲覧できる情報
Bürkert製品についての取扱説明書とデータシートは以下のインターネットサイトでご覧になれます：

https://country.burkert.com/

日本語
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5	 製品説明
フィールドバスゲートウェイタイプ ME43は、büSと産業用イーサネット間のフィールドバスコンバーターとして使
用されます。

使用範囲：	
フィールドバス1とフィールドバス2のフィールドバスパティシパント間でプロセス値を交換します。

装置タイプ フィールドバス 1 フィールドバス 2
ME43 büS PROFINET
ME43 büS EtherNet/IP
ME43 büS Modbus TCP
ME43 büS PROFIBUS DPV1
ME43 büS CC-LINK IE field basic
ME43 büS EtherCAT

表 1：	 タイプME43の使用範囲

フィールドバスゲートウェイを構成するには、ソフトウェア「Bürkertコミュニケーター」が必要です。ソフト
ウェア「Bürkertコミュニケーター」は、Bürkertのホームページから無料でダウンロードできます。ソフトウ
ェアに加え、アクセサリとしてUSB-büSインターフェースセット1が必要です。「17 付属品」の章を参照して
ください。

日本語
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6	 テクニカルデータ

6.1	 適合性
製品は、EU適合宣言書に基づいてEU指令に準拠しています（該当する場合）。

6.2	 規格
指令への適合性を証明するために適用される基準は、EU型の検査証明書および/あるいはEU適合宣言書で確認す
ることができます（該当する場合）。

6.3	 動作条件

注意
高温と多量の霜による機能障害。

	▶ 指定された環境温度の範囲外では製品を使用しないでください。

周囲温度						      -20 °C～+60 °C

使用高度						      海抜 2000 m まで

6.4	 機械データ
寸法							       タイプME43のデータシートを参照

ハウジング材 				    ポリカーボネート

6.5	 電力データ
供給電圧：					     24 V   ± 10%—残留リップル 10%

消費電力：					     < 2 W

保護等級：					�     EN 60529/IEC 60529に準拠したIP 20（正しく接続されたケーブルまたはプラグとソケ
ットのみ）、Bürkertにより検証済み、ULによる評価なし

保護クラス：					     DIN EN 61140 (VDE 0140)準拠の3

インターフェース 			   1 スプリング式端子5ピン（供給電圧およびbüS接続用） 
	 PROFIBUS仕様	 ：		  1 チューブコネクタ D-Sub、9ピン 
	 CC-LINK仕様：				   1 チューブコネクタ D-Sub、9ピン	
	 産業用Ethernet仕様：	 2 ソケット（RJ45チューブコネクタ用）

UL装置：						      UL/IEC 61010-1に準拠したLimited Energy Circuit (LEC)

									         UL/IEC 60950に準拠したLimited Power Source (LPS)

									�         UL Recognized Overcurrent Protection付きSELV/PELV、UL/IEC 61010-1 表18に準拠
した設計

									         NEC Class 2 power source

日本語
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6.6	 産業用イーサネット

6.6.1	 PROFINET IO

トポロジー検出 LLDP、SNMP V1、MIB2、Physical Device
最小サイクル時間 10 ms
IRT サポートなし
MRP媒体冗長性 MRPクライアント（サポートあり）
その他のサポートされている機能 DCP、VLANプライオリティタギング、Shared Device
伝送速度 100 MBit/s
データトランスポート層 Ethernet II、IEEE 802.3
PROFINET IO仕様 V2.3

（AR）Application Relations 装置はIO-AR （x 2）、スーパーバイザーAR （x 1） およびスー
パーバイザーDA AR （x 1） までを同時に処理できます。

6.6.2	 EtherNet/IP

定義済みの標準オブジェクト IDオブジェクト (0 x 01) 
メッセージルーターオブジェクト(0 x 02) 
アセンブリオブジェクト(0 x 04) 
接続マネージャー(0 x 06) 
DLRオブジェクト(0 x 47) 
QoSオブジェクト(0 x 48) 
TCP/IPインターフェースオブジェクト(0 x F5) 
Ethernetリンクオブジェクト(0 x F6)

DHCP サポートあり
BOOTP サポートあり
伝送速度 10および100 MBit/s
二重モード 半二重、全二重、自動ネゴシエーション
MDIモード MDI、MDI-X、Auto-MDIX
データトランスポート層 Ethernet II、IEEE 802.3
Address Conflict Detection （ACD） サポートあり
DLR（リングトポロジー） サポートあり
内蔵スイッチ サポートあり
CIPリセットサービス Identity Object Reset Service タイプ0と1

6.6.3	 Modbus TCP

Modbusファンクションコード 1、2、3、4、6、15、16、23
モード メッセージモード：サーバー
伝送速度 10および100 MBit/s
データトランスポート層 Ethernet II、IEEE 802.3

日本語
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6.6.4	 PROFIBUS DPV1

非周期通信 DP V1 Class 1 Read/Write 
DP V1 Class 2 Read/Write/Data Transport

伝送速度 9.6 kBit/sから12 MBit/sまでの固定値 
自動検出モード（サポートあり）

送信データの最大サイズ 入力データ：244バイト 
出力データ：244バイト

6.6.5	 EtherCAT

周期入出力データの最大数 512バイト
周期入力データの最大数 1024バイト
周期出力データの最大数 1024バイト
非周期通信（CoE） SDO 

SDO マスタースレーブ
タイプ 複合スレーブ
FMMUs 8
同期マネージャ 4
伝送速度 100 MBit/s
データトランスポート層 Ethernet II、IEEE 802.3

6.6.6	 CC-Link

サポートするプロトコル CC-Linkバージョン 2.0 
CC-Linkバージョン 1.11

CC-Linkバージョン 2.0

ステーションの数 最大4占有ステーション
入力データの最大数 368バイト
出力データの最大数 368バイト
入力データ 112バイト（RY）および256バイト（RWw）
出力データ 112バイト（RX）および256バイト（RWr）
拡張サイクル 1、2、4、8
伝送速度 156 kBit/s、625 kBit/s、2500 kBit/s、5 MBit/s、10 MBit/s

CC-Linkバージョン1.1

ステーションの数 最大4占有ステーション
入力データの最大数 48バイト
出力データの最大数 48バイト
入力データ 占有ステーションごとに4バイト（RY）および8バイト（RWw）
出力データ 占有ステーションごとに4バイト（RX）および8バイト（RWr）
伝送速度 156 kBit/s、625 kBit/s、2500 kBit/s、5 MBit/s、10 MBit/s

日本語
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6.6.7	 OPC UA

納品時、OPC UAサーバーは、無効になっています。

OPC UAサーバーは、次のプロトコルでバックグラウンドで実行されます。

	• PROFINET IO

	• EtherNet/IP

	• Modbus TCP

サーバーOPC UAの機能の有効化と無効化は、Bürkertコミュニケーターで設定します。

OPC UA > Parameters > Activate OPC UA

図 1：	 OPC UAを有効にする

有効化の後、OPC UAサーバーの詳細設定が表示されます。「12」章を参照してください。

6.7	 銘板、装置説明

データマトリックスコード 
（装置に関する詳細 

情報へのリンク）

装置のID番号

シリアル番号

製造コード

許容周囲温度範囲

タイプ

供給電圧、 
公称出力、 
保護等級

CEマーク

Tamb -20 °C〜+60 °C 
24 V    |  2 W  |  IP20 
Made in Germany 
74653 Ingelfingen

ID:00307390 
タイプ：ME43

S/N：001001 
W1XXXX

図 2：	 銘板説明と装置説明

日本語
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7	 設置
警告

不適切な取付けによる負傷の危険。

	▶ 設置は必ず適切な工具を使用し、認定された専門技術者が実施してください。

	▶ システムが意図せず作動しないよう保護してください。

	▶ 設置後に再始動を制御してください。

7.1	 規格レールへの装置取付け

	→ 装置を規格レールの下部ガイドに引っ掛けます。

	→ 装置を上に押しながら同時に左に向きを変え、規格レール
の上部ガイドにかみ合わせます。

必要に応じて装置を180°回転させて取り付けることで、接続部へのアクセス性が向上します。

	→ ねじを緩めます。

	→ 規格レールクリップを180°回転させます。

	→ ねじを2 Nmで締めます。

図 3：	 規格レールへの装置取付け

日本語



16

設置

タイプME43

7.2	 製品を電気接続します
	→ 接続の割り当てに応じてスプリング式端子5ピンを接続します。

スプリング式端子5ピンの接続の割り当て
プラグビュー 端子の色 説明

赤 供給電圧24 V 

白 CAN H(büS接続)

緑 シールド

青 CAN L(büS接続)

黒 GND

表 2：	 スプリング式端子5ピンの接続の割り当て

7.3	 フィールドバスへの接続を確立する

7.3.1	 産業用イーサネット

	→ インターフェースX1とX2のソケットにEthernetケーブルを挿入します。	
RJ45チューブコネクタのインターフェースX1とX2は同等です。

インターフェースX1とX2の接続の割り当て

1
2
3
4
5
6
7
8

ピン RJ45のコネクタ割当て

1 TX＋

2 TX-

3 RX＋

4 不使用

5 不使用

6 RX-

7 不使用

8 不使用

図 4：	 インターフェースX1と X2の接続の割り当て; フィールドバスへの接続

注意
電磁適合性(EMC)の確保。

	▶ シールドされたEthernetケーブルのみ使用してください。

	▶ ケーブルシールドをグランドに誘導するために、すべてのフィールドバスパティシパントのEthernetケーブル
を規格レールに接続します。

	→ 供給電圧を印加します。

日本語
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7.3.2	 PROFIBUS仕様

チューブコネクタ D-Sub、9ピンの接続の割り当て

D-Sub、9ピン ピン 信号 機能 接続

1
26
37
48
59

1 不使用

2 不使用

3 RxD/TxD-P データラインP（B導体） 必須

4 CNTR-P 方向制御リピータ オプション

5 DGND バス終端抵抗用アース オプション

6 VP +5 V電源、バス終端抵抗 オプション

7 不使用 不使用

8 RxD/TxD-N データライン N (A導体) 必須

9 不使用

図 5：	 PROFIBUS、チューブコネクタ D-Sub、9ピンの接続の割り当て

7.3.3	 CC-Link仕様

チューブコネクタ D-Sub、9ピンの接続の割り当て

D-Sub、9ピン ピン 信号 機能 接続

1
26
37
48
59

1 不使用

2 不使用

3 DA データラインA 必須

4 DG データ質量 必須

5 不使用

6 不使用

7 不使用

8 DB データラインB 必須

9 不使用

図 6：	 CC-Link、チューブコネクタ D-Sub、9ピンの接続の割り当て

日本語
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8	 MICROSDカード
装置固有の値とユーザー設定を、microSDカードに保存して別の装置に転送することができます。

microSDカードはバックアップ用には適していません。装置のmicroSDカードを後で再び挿入すると、最後
に保存されたデータは復元されません。microSDカードの機能は、データ交換に限られています。

注意！ 
装置を工場出荷時設定にリセットすると、SDカードに保存されているデータもリセットされます。

新たに挿入されたmicroSDカードは、装置の再起動時に既存のデータがチェックされます。これに応じて、データが引
き継がれるか、または上書きされます：

	• microSDカードにはデータは含まれていません。 
既存の装置固有の値とユーザー設定は、microSDカードに保存されます。

	• microSDカードには、装置と互換性のあるデータが含まれています。 
microSDカードのデータは、装置によって引き継がれます。既存の装置固有の値とユーザー設定は上書きされま
す。

	• microSDカードには、装置と互換性のないデータが含まれています。 
装置は、独自の装置固有の値とユーザー設定でmicroSDカードのデータを上書きします。

注意
挿入されたmicroSDカードは特別な産業用バージョンで、特に高い耐久性と耐熱性があります。

	► 市販のmicroSDカードを使用しないでください。装置用のmicroSDカードは、Bürkert販売店でのみ入手してく
ださい。

カバー

microSDカード用カードスロット

図 7：	 microSDカードの交換、フィールドバスゲートウェイ ME43

注意
電源電圧がかかった状態で取り外すと、データが失われ、SDカードが損傷する可能性があります。

	► 電源電圧が印加されている間は、SDカードを取り外さないでください。

電源電圧が印加されている間にSDカードを挿入することは可能です。 
SDカードが装置によって認識されるため、再起動が必要です。

日本語
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microSDカードの取外し：

	→ カバーを凹部から慎重に引き出します。

	→ カバーを左上に回します。

	→ ロック解除するには、ロックされたmicroSDカードの端を押します。

	→ microSDカードを取り外します。

交換装置へのmicroSDカード挿入：

 �挿入時は挿入方向に注意してください。

	→ microSDカードをカードスロットに挿入します。 
microSDカードが所定の位置にはめ込まれていることを確認してください。

	→ カードスロットのカバーを閉じます。

8.1	 構成プロバイダ
装置がbüSネットワーク （Config-Clients） 内にあるその他の装置の構成を収集し、SDカードに保存するかどうか
を設定します。

この機能は、SDカードが装置内に存在する場合にのみ可能です。

日本語
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9	 フィールドバスゲートウェイの試運転

9.1	 操作エレメント

矢印キー、下向き矢印

矢印キー、上向き矢印

メニューキー

microSDカード用カードスロット 

カバー 

図 8：	 操作エレメントの概要

9.2	 ディスプレイでの操作
ディスプレイは、2つの矢印キーとラウンドメニューキーを使用して操作します。

メインメニューを開く：

	→ メニューキーを2回押します。

メニューから戻る：

	→  矢印キー Back または Discard あるいは Save を選択し、メニューキーで確定します。

選択の作用：

Back 次のより高い操作レベルに戻ります。

Discard �未保存の設定を破棄し、次のより高い操作レベルに戻ります。

Save 未保存の設定を破棄し、次のより高い操作レベルに戻ります。

ボタン/キーの説明：

エレメント 説明

 下向き矢印キー メニューを下にスクロールします
数値を減らします。高速スクロールするには、矢印キーを押したままにします

 上向き矢印キー メニューを上にスクロールします
数値を増やします。高速スクロールするには、矢印キーを押したままにします

 メニューキー メインメニューを開きます（メニューキーを2回押します）
選択を確定する
入力を確定します

日本語
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表 3：	 ボタン/キーの説明

9.3	 装置をPLCネットワークに統合するためのプロトコル設定
適切なフィールドバスプロトコルの選択は、装置の構成とネットワークへの統合のための前提条件です。

PROFIBUSインターフェースとCC-Linkインターフェースを備えた装置の場合、フィールドバスプロトコルは
工場で設定されています。

9.3.1	 プロトコルの選択

	→ メニューキーを2回押します。

	→ Parameter を選択します。

	→ Protocol を選択します。

9.3.2	 アドレスを入力する

PROFIBUS：

Parameter > Protocol > PROFIBUS

	→ アドレスを入力します。有効なアドレス：0～126。アドレスが有効範囲外の場合、装置はエラーメッセージを出
します。

CC-Link：

Parameter > Protocol > CC-Link

	→ アドレスを入力します。有効なアドレス：0～64。アドレスが有効範囲外の場合、装置はエラーメッセージを出し
ます。

EtherNet/IP、PROFINET、Modbus TCP、EtherCAT、CC-Link IE filed basic：

Parameter > Protocol > EtherNet/IP、Ethercat,、CC-Link IE filed basic、PROFINET または Modbus TCP

	→ IP settings を選択し、IPアドレスを入力します。

	• IP mode はEtherNet/IPでのみ設定可能です。 IP settings メニューでの設定 
工場出荷時のプリセット： Fixed IP address。

	• DNS compatible name はPROFINETでのみ設定できます。

	• Fixed IP address 工場出荷時のプリセット：192.168.0.100

	• Network mask 工場出荷時のプリセット：255.255.255.0

	• Standard gateway 工場出荷時のプリセット：192.168.0.1.

日本語
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9.4	 ディスプレイの設定

ディスプレイの設定は、ソフトウェア「Bürkertコミュニケーター」を使用して行うこともできます。

ディスプレイ上
の詳細ビュー

設定

Parameters Address PROFIBUSアドレスの設定1)

Address CC-Linkアドレスの設定2)

IP mode の設定3) 選択：Fixed IP、BOOTP、DHCP

IP settings IPアドレスの設定4)

Protocol フィールドバスプロトコルの設定5)

BüS Baud rate の設定
NodeID Node IDの設定

Display Contrast ディスプレイの調整
Brightness ディスプレイの調整
Installation 装置の設置位置調整

CfgProvid. Off 構成プロバイダを無効にする
On 構成プロバイダを有効にする

Diagnostics エラーコードによるエラーの表示。 
エラーの説明については、第「16.1 エラーコードの説明」 
章「接続された装置からもエラー診断が可能」を参照してください

Maintenance Restart 装置を再起動します
ID number 装置のID番号が表示されます
Serial number 装置のシリアル番号が表示されます
SW version ソフトウェアバージョンが表示されます
HW version ハードウェアバージョンが表示されます
büS version büSバージョンが表示されます
ICom version ICommバージョンが表示されます
DEVReplace  構成プロバイダと組み合わせて使用できます

表 4：	 フィールドバスゲートウェイME43のディスプレイ上での設定

1）	 PROFIBUS DPV1でのみ使用可

2）	 CC-Linkでのみ使用可

3）	 EtherNet/IPでのみ

4）	 PROFINET、EtherNet/IPおよびModbus TCPでのみ使用可

5）	 PROFINET、EtherNet/IP、EtherCATおよびModbus TCPでのみ使用可

日本語
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10	 BÜRKERTコミュニケーターによるコミッショニング

ソフトウェア「Bürkertコミュニケーター」は、Bürkertのホームページから無料でダウンロードできます。ソフ
トウェアに加え、アクセサリとして入手可能な USB-büSインターフェースセットも必要です。EtherNetプロト
コルの装置では、büSインターフェースがなくてもRESTインターフェースによる接続が可能です。

この章では、Bürkertコミュニケーターの基本的な取り扱いを説明します。Bürkertコミュニケーターソフトウ
ェアの使用に関する詳細情報は、ビュルケルトホームページ(https://country.burkert.com/ →8920 → 「取
扱説明書」のダウンロード)にあります。

10.1	 操作インターフェース

100%

メニューバー
インターフェースの追加 

（USB-büSインター 
フェースで接続）

装置の構成範囲 メニュー

詳細ビュー Parameters Diagnostics Maintenance

ナビゲーション領域

Device

Desktop

Graph

büS on COM3

Zoom

EtherNet/IP

General settings

File Edit View Options

COMMUNICATOR
Tools HelpDevice

Fieldbus gateway ME43

General settings

Parameters Diagnostics Maintenance

Status LED

büS

Alarm limits

Diagnostics

Configuration provider

Managing device functions

System monitoring

Display

1 1

Home page

図 9：	 Bürkertコミュニケーターのユーザーインターフェース

Bürkertコミュニケーターによるコミ
ッショニング
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10.2	 装置をBürkertコミュニケーターと接続する
Bürkertコミュニケーターと装置間の接続は、büsネットワーク経由またはbüSスティックを使用して確立できます。

	→ BürkertコミュニケーターをPCにインストールします。

	→ USB-büSインターフェースセットを使用して、製品とPC間の接続を確立します。 
büS ネットワーク内の製品には必要ありません。

	→ Bürkertコミュニケーターを起動します。

	→ メニューバーのアイコンインターフェースを  追加するための Add interface をクリックします。

	→ büS Stick または büS via network を選択します。 
ネットワーク経由のbüSにはパスワードが必要です！

	→ Complete。

 �装置はBürkertコミュニケーターに接続されており、ナビゲーション領域に表示されます。

10.3	 装置をPLCネットワークに統合するためのプロトコル設定
適切なフィールドバスプロトコルの選択は、装置の構成とネットワークへの統合のための前提条件です。

PROFIBUSインターフェースとCC-Linkインターフェースを備えた装置の場合、フィールドバスプロトコルは
工場で設定されています。

10.3.1	 プロトコルの選択

(Protocol name) > Parameters > Change protocol > Protocol

	→ 右側のドロップダウン・メニューでプロトコルを選択します。

10.3.2	 PROFIBUSアドレスの入力

工場出荷時に設定されているProfibusアドレス：126

(Protocol name) > Parameters > PROFIBUS DPV1 settings > Fixed IP address

	→ アドレスを入力します。有効なアドレス：0～126。アドレスが有効範囲外の場合、装置はエラーメッセージを出
します。

10.3.3	 CC-Linkアドレスを入力します

工場出荷時に設定されているCC-Linkアドレス：64

(Protocol name) > Parameters > CC-Link IE field basic settings > Fixed IP address

	→ アドレスを入力します。有効なアドレス：0～64。アドレスが有効範囲外の場合、装置はエラーメッセージを出し
ます。

Bürkertコミュニケーターによるコミ
ッショニング
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10.3.4	 EtherCATアドレス（ステーションエイリアス）を入力します

（Protocol name） > Parameters > EtherCAT settings > Station Alias または Begin Startup wizard

	→ アドレスを入力します。有効なアドレス：0～65536。アドレスが有効範囲外の場合、装置はエラーメッセージを
出します。

10.3.5	 EthernetNET/IP、PROFINET、Modbus TCP、EtherCAT、CC-Link IE filed basicのパラ
メータを入力する

Modbus TCPでは、Ethernetパラメータの設定が必須です。

（Protocol name） > Parameters > （Protocol name） settings > Begin Startup wizard

	→ パラメータを入力します。

Ethernetパラメータ：

	• IP operation mode は、EtherNet/IP、工場出荷時設定でのみ設定可能です。Fixed IP address

	• DNS compatible name はPROFINETでのみ設定できます

	• Fixed IP address 工場出荷時設定：192.168.0.100

	• Network mask 工場出荷時設定：255.255.255.0

	• Standard gateway 工場出荷時設定：192.168.0.1

25

Start-up with Bürkert Communicator

Type ME43

10.3.4 Entering the EtherCAT address (Station Alias)

(Protocol	name) >	Parameters >	EtherCAT	settings >	Station	Alias or 	Begin	Startup	wizard

 → Enter address. Valid addresses: 0...65536. If an address outside the valid range has been set, the device 
will issue an error message. 

10.3.5 Enter parameters for EthernetNET/IP, PROFINET, Modbus TCP, 
Ethercat, CC-Link IE filed basic

With	Modbus	TCP,	it	is	essential	to	set	the	Ethernet	parameters.

(Protocol	name)	>	Parameters	>	(Protocol	name)	settings	>	Begin	Startup	wizard

 → Enter parameters.

Ethernet parameters:

 • IP	operation	mode can only be set with EtherNet/IP, factory setting: Fixed	IP	address

 • DNS	compatible	name can only be set with PROFINET

 • Fixed	IP	address factory setting: 192.168.0.100

 • Network	mask	 factory setting: 255.255.255.0

 • Standard	gateway factory setting: 192.168.0.1

Page 1 from 3

Parameter settings

Fixed IP address

IP operation mode

Network mask

Standard gateway

 Fixed IP address

 192.168.0.100

 192.168.0.1

 255.255.255.0

Entry check IP parameter correct

ContinueCancel

Figure 10: Protocol setting, Startup wizard

The IP	parameter	settings menu option is used to check the IP parameters entered.

English

図 10：	 プロトコル設定、セットアップウィザード

メニュー項目 IP parameter settings に、IPパラメータの確認という項目が作成されます。

Bürkertコミュニケーターによるコミ
ッショニング
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10.4	 フィールドバスゲートウェイの構成
設定されたプロトコルの名称（プロトコル名）は、Bürkertコミュニケーターの構成範囲に表示されます。

フィールドバスプロトコル 入力値 出力値 値の総数 入力バイト 出力バイト バイトの総数
PROFIBUS DPV1 128 128 244 244 244 244

PROFINET 128 128 256 512 512 1024

EtherNet/IP 128 128 256 504 504 1008
Modbus TCP 128 128 256 512 512 2048

EtherCAT 
(A.03.02.00までのME43)

128 128 176 512 512 1024

EtherCAT 
(A.7.5までのME43)

128 128 160 512 512 1024

表 5：	 データ値の最大数

10.4.1	 ゲートウェイ構成のダウンロード

以前のプロジェクトの構成ファイルが存在する場合、装置は直接構成することができます。

(Protocol name) > Parameters > Gateway configuration > Download a gateway configuration file

	→ Load device configuration to device を選択します。

10.4.2	 既存のゲートウェイ構成を編集する

(Protocol name) > Parameters > Gateway configuration  > Creating a gateway configuration

	→ Edit existing configuration を選択します。

	→ 構成を編集します。8.4.3章を参照してください。

10.4.3	 ゲートウェイ構成を再作成する

(Protocol name) > Parameters > Gateway configuration  > Creating a gateway configuration

	→ プロトコルを選択します。

	→ Start new configuration 選択します。

 �構成ウィザードが開きます。構成アシスタントで、次のように設定します。

Bürkertコミュニケーターによるコミ
ッショニング
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10.4.4.4	 一般設定を編集します

General settings

Create a gateway configuration

General device settings

Product family

Product code

Product name

Description

 1296380467

 Gateway

 Gateway_ME43_bueS

 ME43

Default network settings

Network mask

IP address of the gateway

Standard gateway

Advanced

 192.168.0.100

 255.255.255.0

 192.168.0.1

ContinueCancel

入力に関する情報は「表 6： 入力フィ
ールドの意味」を参照

図 11：	 構成、一般設定

名称 意味
一般設定
製品コード 装置の固有番号（商品番号や自分で決めた番号など）。

複数の装置を使用する場合に重要：各装置に固有のコードを割り当てます。
製品ファミリー PLCの中に装置グループを割り当てるのに使用します
製品名 PLCでの、装置の表示名
説明 機械の説明

表 6：	 入力フィールドの意味

	→ ターゲットシステム（PLC）の装置記述ファイルの一般設定を調整します（必要な場合）。

	→ Continueを選択します。

Bürkertコミュニケーターによるコミ
ッショニング
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10.4.5.5	 ゲートウェイ構成の入力と出力の宣言

Declare inputs and outputs

Create a gateway configuration

- Input values

- Products

Back ContinueCancel

* �Highlighted entries are 
present on the current network

- Output values

0030739000000001

Inputs and outputs

EVA_SPdigitalName

Flow rate [l/min]Value type

Floating point numberData type

0 l/minDefault value

O

General number % 
Binary value	
Namur device status	
Route 
Density 
...

General number % 
Binary value	
Namur device status	
Route 
Density 
...

- Electromotive valves 
	 332x E_Process_Valve 
	 336x E_Process_Valve 
	 328x Motor Control Valve 
+ Process and control valves 
+ Valve islands 
+ Sensors 
...

– EVA_PV_IO

– EVA_SP_IO

% EVA_POS

l/minEVA_SPdigital

CANopen compatible

Groups/devices
EVA

1.�製品（）および入力値と出力値の選択

選択した装置/装置グループの表示 
（削除するにはXをクリック）

選択された入力および出力の概要  

例：宣言用に選択された出力（背景が灰色）

2.入力と出力の宣言

Flow:Litres perUnit conversion PLC unit:

図 12：	 入力と出力の宣言

1.入力と出力の選択：
宣言する入力と出力は、製品またはプロセス値を選択することにより決定されます。

	→ 製品とプロセス値のリストは+をクリックして開きます。 
büSネットワークのプロセス値が強調表示されます。

装置の追加：

	→ ドラッグ＆ドロップまたはダブルクリックして製品を追加します。

Bürkertコミュニケーターによるコミ
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ダイアログボックス Add device(s) では、入力と出力の宣言の値が事前定義されています。

Settings Values per device

Add device(s)

Device name 
(prefix for all value names

Number

Maximum possible number of inputs

Maximum possible number of outputs

128

128

OKCancel

EVA

 1
^

Device configuration

Positioner

Process controller

POSi
CMDi
SP_IOi
PV_IOi
CMD_IOi
XCO_DO1i
XCO_DO2i
DigitalIni
CMD_GWi
SP_GWi
PCOinactiv_GWi
ExrError_GWi

PV_UserUniti
NamurStatusi

CMDdigitalO

Forecast Generated values: 3

EVA_POS REAL General number %i
EVA_NamurStatus UINT8 Namur device statusi
EVA_CMDdigital REAL General number %O

図 13：	 ゲートウェイ構成; 製品の追加

ダイアログボックスで次の設定を行います：

	→ Device name の適用または変更（最大20文字） 
この名前は、プロトコル固有のグループ化とネットワーク内のより適切な割り当てに使用されます。

	→ 装置の Number を選択します。

	→ Device configuration を選択します（選択オプションがある場合）。

	→ Values per device を受け入れるか、異なる値を選択します。 
（選択する値の前の四角をクリックします）。 

 値の名前は上書きによって変更できます。

プロセス値の追加：

	→ ドラッグ＆ドロップまたはダブルクリックして入力値と出力値を追加します。

同じ単位の複数の値を同時に追加する： 
→右マウスキーでその単位を、続いて Add multiple ウィンドウをクリックします。

Bürkertコミュニケーターによるコミ
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値のコンテキスト定義

	• 入力値 
記号： i  
入力値はbüSフィールドバスゲートウェイから取得され、PLCによって読み取られる値です（büSフィールドバス
パティシパント → フィールドバスゲートウェイ → PLC）

	• 出力値 
記号：O  
出力値は、PLCによってbüSフィールドバスパティシパント/フィールドバスゲートウェイに書き込まれる値です。

büSフィールドバ	
スパティシパント

出力値 入力値

入力値 出力値

出力データのその他のプロセス

入力データのその他のプロセス

図 14：	 構成; PLCからbüSフィールドバスパティシパントへのプロセス値の変換タイプ

2.値のプロパティの調整：

値のプロパティの調整は、標準からの逸脱が必要な場合にのみ必要です。

	→ 概要で宣言する入力値または出力値をクリックします。 
選択した値はグレー表示されます。 
宣言のデフォルト値は右下に表示されます。

デフォルト値の意味。	
デフォルト値は、装置起動の開始時またはフィールドバスパートナー装置が見つからなかったときに使用し
ます。

宣言には以下を入力または選択します：

	→ Name を受け入れるか調整する。。これらの名称は、ターゲットコントローラの装置記述ファイルを介して表示
されます。

	→ Value type を選択する。入力または出力の物理量または装置ステータスを設定します。

	→ Default value を選択または非選択。 
フィールドバスパートナー装置から信号が届かない場合、標準値が採用されます。

	→ CANopen compatibleを選択または非選択。 
値がCANopen装置のいずれかによって使用される場合に選択されます。

	→ Unit conversionを選択する。 
PLCによって値が受信または送信される物理単位を決定します。

 ゲートウェイ構成の入力と出力が選択・宣言されました。

	→ Continueで、フィールドバス固有のアドレスマッピングのメニューを開きます。

Bürkertコミュニケーターによるコミ
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10.4.6.6	 フィールドバス固有のアドレスマッピング

	→ 編集可能なフィールドを確認し、必要に応じて入力します。 
プロトコル固有の設定は、以下のスクリーンショットで説明しています。

	→ Continueを選択します。

EtherNet/IPのアドレスマッピング：

EtherNet/IP settings

Create a gateway configuration

EthernetIP Data

Order number

Major revision

EtherNet/IP EDS revision

EtherNet/IP product code

 1

 1.1

 1.1

Addressing
Automatic EtherNet/IP addressing

ContinueCancelBack

Minor revision  7

EtherNet/IP product type Generic Device,keyable (43) 
^

Start Reset devices

Cyclic Name Index Subindex Assembly Connection Class (hex) Instance (hex) Attribute (hex)
EVA_POS 0 x 2540 0 x 01 0 x 64 1 0 x 64 0 x 01 0 x 03
EVA_NamurStatus 0 x 2541 0 x 01 0 x 64 1 0 x 64 0 x 01 0 x 03
EVA_CMDdigital 0 x 2500 0 x 01 0 x 65 1 0 x 65 0 x 01 0 x 03
Device Status NamurNE107 0 x 2004 0 x 01 0 x 66 2 0 x 66 0 x 01 0 x 03
Control Word 0 x 3C32 0 x 01 0 x 67 2 0 x 67 0 x 01 0 x 03

フィールドバス固有の装置データとアクセスデータ

自動EtherNet/IPアドレッシング

Start 自動EtherNet/IPアドレッシングを再び実行します

Reset device： 列5～9の値を0にリセットします

EtherNet/IPアドレッシングの概要

図 15：	 ゲートウェイ構成; EtherNet/IPのアドレスマッピング
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PROFINETのアドレスマッピング：

1400

Profinet

Create a gateway configuration

Header info

Device access point info

Device ID

Main family

Module ID

Hardware version

Maximum input length

Information

Gateway

0 x 100

A.01.01.00

1400

Gateway_ME43_bues

0 x 23

Addressing
Automatic PROFINET addressing

Assign module ID independently

ContinueCancelBack

Information

Minimum cycle time of the gateway

Software version

Maximum output length

Compatible DNS name

ms

ByteByte

Gateway_ME43_bues

4

580515

MEX3

Start Reset devices

Cyclic Name Index Subindex Slot Subslot Subslot 
index

Module 
ID

GSDML slot 
description

GSDML subslot 
description

EVA_POS 0 x 2540 0 x 01 1 1 0 201
EVA_NamurStatus 0 x 2541 0 x 01 2 1 0 202
EVA_CMDdigital 0 x 2500 0 x 01 3 1 0 301
Device Status NamurNE107 0 x 2004 0 x 01 4 1 0 203
Control Word 0 x 3C32 0 x 01 5 1 0 302

フィールドバス固有の装置データとアクセスデータ

自動PROFINETアドレッシング

Start 自動PROFINETアドレッシングを再び実行します

Reset device： 列5〜8の値を0にリセットします。 

 �GSDMLファイルをロードすることにより、既存のProfinetアドレッシングを復元できま
す。

PROFINETアドレッシングの概要

^

       Advanced

       Advanced

^

^

Slot and subslot description:These fields become ............

Advanced table restore by loading the GSDML file

図 16：	 ゲートウェイ構成; PROFINETのアドレスマッピング
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Modbus TCPのアドレスマッピング：

Modbus TCP settings

Create a gateway configuration

Bus ident data

Device name: MEX3

Addressing
Automatic modbus TCP addressing

Use Modbus FC03 if possible

ContinueCancelBack

MajorMinorRev 1.7

Start Reset devices

Cyclic Name Index Subindex Size in 
Bytes

Address 
range

Start 
address

Function code

EVA_POS 0 x 2540 0 x 01 4 3xxxx 0 Read:FC04
EVA_NamurStatus 0 x 2541 0 x 01 1 1xxxx 0 Read:FC02
EVA_CMDdigital 0 x 2500 0 x 01 4 4xxxx 0 Read:FC03, write single:FC06, write...
Device Status NamurNE107 0 x 2004 0 x 01 1 1xxxx 8 Read:FC02
Control Word 0 x 3C32 0 x 01 4 4xxxx 2 Read:FC03, write single:FC06, write...

フィールドバス固有の装置データとアクセスデータ

自動Modbus TCPアドレッシング

Start 自動Modbus TCPアドレッシングを再び実行します

Reset device： 列5〜8の値を0にリセットします。

設定： 
Coil/register addressing	�Register addressing： 

Coil addressing：

Use Modbus FC03 if possible：

Modbus TCPアドレッシングの概要

Coil/register addressing
^ Start address 0

Start address 1

図 17：	 ゲートウェイ構成; Modbus TCPのアドレスマッピング
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EtherCATのアドレスマッピング：

EtherCAT

Create a gateway configuration

EtherCAT data

EtherCAT product code

EtherCAT revision

#xFDF9

#x00010002

Addressing
Automatic EtherCAT addressing

ContinueCancelBack

Product code of the EtherCAT device must be a whole number, e.g.:12345678

EtherCAT revision of the device must be an 8-digit hex number beginning with #x ....

Start Reset devices

Cyclic Name Index Subindex
EVA_POS 0 x 2540 0 x 01
EVA_NamurStatus 0 x 2541 0 x 01
EVA_CMDdigital 0 x 2500 0 x 01
Device Status NamurNE107 0 x 2004 0 x 01
Control Word 0 x 3C32 0 x 01

フィールドバス固有の装置データとアクセスデータ

自動EtherCATアドレッシング

Start 自動EtherCATアドレッシングを再び実行します

Reset device：値をリセットします

EtherCATアドレッシングの概要

図 18：	 ゲートウェイ構成; EtherCATのアドレスマッピング
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CC-Linkのアドレスマッピング：

CC-Link

Create a gateway configuration

gui.gateway.CC-Linkdata

gui.gateway.cclinkstationcycles 2 Station & Estension Cycle:SINGLE

Addressing
Automatic CC-Link addressing

ContinueCancelBack

Start Reset devices

Cyclic Name Index Subindex Start address
EVA_POS 0 x 2540 0 x 01 0 x 000
EVA_NamurStatus 0 x 2541 0 x 01 0 x 00C
EVA_CMDdigital 0 x 2500 0 x 01 0 x 000
Device Status NamurNE107 0 x 2004 0 x 01 0 x 00D
Control Word 0 x 3C32 0 x 01 0 x 008

フィールドバス固有のデータ

自動CC-Linkアドレッシング

Start 自動CC-Linkアドレッシングを再び実行します

Reset device：値をリセットします。

CC-Linkアドレッシングの概要

^

図 19：	 ゲートウェイ構成; CC-Linkのアドレスマッピング
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10.4.7.7	 ゲートウェイ構成を保存します

Final settings

Create a gateway configuration

Select output directory

Create new major version

Output directory C:\User\Max.Mustermann\AppData\Comuni

ContinueCancelBack

Search

図 20：	 出力ディレクトリの選択

	→ ダイアログボックス Final settings で出力ディレクトリを選択します。

	→ Continue を選択します。 
ゲートウェイ構成が保存されます。 
装置へのダウンロードはバックグラウンドで行われます。 
指定したパスのサブフォルダには、既存の装置記述ファイルも含まれます。

	→ Completeを選択します。

 �装置の構成が完了しました。PLCとフィールドバスゲートウェイ間の接続を確立することができます。接続を確
立するには、コントローラに記述ファイルが必要です。記述ファイルを含むフォルダが自動的に開きます。 
以下の概要は、ゲートウェイの構成中に作成されるファイルを示しています。

ゲートウェイ構成ファイル ストレージフォ
ルダ

説明

プロトコルに依存しないファイル 

Buerkert-Gateway-date-.bgc フォルダなし ゲートウェイの構成コンテナ。

Buerkert-Gateway-Mapping-date-.xml BGC ゲートウェイマッピングファイル。 
ファイルは自動的に装置にダウンロードさ
れます。

Buerkert-Gateway-date-.eds EDS ゲートウェイ拡張ファイル。 
ファイルは自動的に装置にダウンロードさ
れます。

Bürkertコミュニケーターによるコミ
ッショニング

日本語



37

タイプME43

ゲートウェイ構成ファイル ストレージフォ
ルダ

説明

CC-Linkのファイル

0x1640_GatewayME43_4_V2.0_E4.cspp PLC_CCLink 装置記述ファイル。PLCにインポートします。

help_cclink.csv PLC_CCLink 周期的および非周期的な装置値の概要。

EtherCATのファイル 

EtherCAT-Buerkert-Gateway-date-.xml PLC_EtherCAT 装置記述ファイル。 
オプション：PLCにインポートします。

help_ethercat.csv PLC_EtherCAT 周期的および非周期的な装置値の概要。

EtherNet/IPのファイル 

EthernetIP-Buerkert-Gateway-date-.eds PLC_EtherNetIP 装置記述ファイル。 
PLCにインポートします。

help_ethernetip.csv/txt PLC_EtherNetIP 周期的および非周期的な装置値の概要。

Connection-X-In/Out_Importdata.L5X PLC_EtherNetIP Rockwellユーザーのデータタイプ。すべて
のアセンブリに使用されます。

Modbus TCPのファイル 

ModbusTCP-Buerkert-Gateway-date-.txt PLC_ModbusTCP 装置記述ファイル。

help_modbusTcp.csv/txt PLC_ModbusTCP 周期的および非周期的な装置値の概要。

PROFIBUS DPV1のファイル 

BUER1234.gsd  PLC_Profibus 装置記述ファイル。 
PLCにインポートします。

help_profibus.csv/txt PLC_Profibus 周期的および非周期的な装置値の概要。

PROFINETのファイル 

GSDML-V2.32-Buerkert-Gateway-date-.xml PLC_Profinet 装置記述ファイル。 
PLCにインポートします。

GSDML-0078-0023-icon.bmp PLC_Profinet 装置記述ファイルで使用されるアイコン。

help_profinet.csv/txt PLC_Profinet 周期的および非周期的な装置値の概要。

表 7：	 ゲートウェイの構成中に作成されるファイルの概要
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10.5	 BüSネットワーク

10.5.1	 BüSネットワークを確立する

フィールドバスゲートウェイのタスクは、産業用イーサネットPLCとbüSフィールドバスパティシパントの間でプロ
セス値を変換することです。これを行うには、フィールドバスゲートウェイME43を構成し、パラメータ化する必要が
あります。

フィールドバスゲートウェイME43を介してPLCと通信するbüSフィールドバスパティシパントの選択：

büSフィールドバス	
パティシパント 1

büSフィールドバス	
パティシパント 2

フィールドバスゲートウェイ

図 21：	 構成; PLCと通信する必要のあるbüSフィールドバスパティシパントの選択

どのプロセス値を「産業用イーサネット」から「büS」に変換するかの選択：

büSフィールドバス	
パティシパント 1

büSフィールドバス	
パティシパント 2

フィールドバスゲートウェイ

実際値 1

実際値 2

基準値 1

基準値 2

図 22：	 構成：「産業用イーサネット」から「büS」に変換すべきプロセス値の選択オプション
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プロセス値を転送する方向を定義します（PLCから/へ、büSフィールドバスパティシパントから/へ）：

方向は、フィールドバスbüSのフィールドバスゲートウェイME43から割り当てられます。 
例： 
- büSフィールドバスパティシパントの規定値は、フィールドバスゲートウェイME43の出力値です。 
- büSフィールドバスパティシパントの実際値は、フィールドバスゲートウェイME43の入力値です。

PLCのプロセス出力値は、産業用イーサネット経由でプロセス入力値としてフィールドバスゲートウェイME43に記
録されます。これらのプロセス入力値は変換され、プロセス出力値としてbüSによって出力されます。

逆に、büSフィールドバスパティシパントのプロセス出力値はbüS入力値として記録されます。これらのプロセス入
力値は変換され、プロセス出力値として産業用イーサネットによって出力されます。

büSフィール
ドバスパテ
ィシパント

フィールドバスゲートウェイ

出力値 入力値

入力値 出力値出力値

入力値

入力値

出力値

プロセス値の変換

産業用イーサネット büS

図 23：	 構成; プロセス値の方向割り当ての原理

変換のタイプにより、büSフィールドバスパティシパントは、プロセス値と送信の方向で直接対処できます。

büSフィールドバ	
スパティシパント

出力値 入力値

入力値 出力値

出力データのその他のプロセス

入力データのその他のプロセス

図 24：	 構成; PLCからbüSフィールドバスパティシパントへのプロセス値の変換タイプ
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10.5.2	 Büsネットワーク構成

他のbüS装置をシステムに正常に統合し、タイプME43に接続するにはbüSネットワーク構成が必要です。

	→ – büS  ナビゲーション領域で選択します。

	→ 詳細ビュー  büS map  を選択します。

File Edit View Options Tools

100%

HelpCommunication

COMMUNICATOR

büS
büS MapOverview

Gateway_01

Other

Actual Flow PR... 
Actual Flow 02 01 
Actual Flow PR... 
Actual Flow 02 02 
Setpoint PRO 01 
Setpoint 02 01 
Setpoint PRO 02 
Setpoint 02 02 
Flow_Gesamt 
ActFlowGas 1 
ActFlowGas 2 
Anteil_Propan 
SetpointGas 1 
SetpointGas 2 
NamurStatus 

MFC_02

Sensor

Actual Flow 
Medium Temp. 
Current Totalizer 
 
 
Current Setpoint 
Setpoint 
Manual Setpoint 
 
Current Dutycycle 
Dutycycle 
 
 
NamurStatus 

Controllers

Actuator

Other

+ –

Desktop

Graph

büS

Fieldbus gateway ME43

FLOWave

–

+

+

Home page

図 25：	 büSマップ

	→ ドラッグ＆ドロップで入力と出力をパラメータ化します。 
	 （破線の接続は、まだ装置間のアクティブな接続を確立していません。 
	 互換性のある接続点は青色で強調表示されます）

	→ Apply changes を選択します。

構成されたすべての装置の再起動が実行されます。

büSネットワークを構成しました。
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11	 WEBサーバーによる試運転
フィールドバスゲートウェイ タイプME43には、構成およびステータス情報の表示機能を提供するWebサーバー 
が統合されています。

Webサーバーの使用は、以下のプロトコルに対して可能です：

	• PROFINET

	• EtherNet/IP

	• EtherCAT

	• Modbus TCP

	• CC-Link IE field basic

Webサーバーからのアクセスには、装置のIPアドレスが使用されます。

注意
Webサーバーへの不正アクセス。

	▶ 第三者による不正なアクセスを防ぐため、保護されたネットワーク内でのみ装置を操作してください。

11.1	 Webサーバーの機能
Webサーバーを使用して、さまざまな設定（IPアドレスなど）を行うことができます。

Bürkertコミュニケーター（バージョン5.2以降）を使用して、ゲートウェイ構成が作成されている場合、Webサーバー
はシステム全体のイメージを表します。接続された装置が概要ページに表示されます。装置をクリックすると、装置
固有のページが表示されます。

Webサーバーには、シリアル番号、装置タイプなどの基本データが表示されます。さらに、ゲートウェイ構成中に宣
言されたすべての循環データと非循環データが表示されます。これは、各装置がWebサーバーアクセス中に、ゲー
トウェイにも接続され、büSマッピングにより接続されている場合にのみ機能します。アクセス中に装置が使用で
きない場合、割り当てられた装置IDのギャップがWebサーバーに残ります。

11.2	 Bürkertコミュニケーターを介してWebサーバーを無効化する
Webサーバーは、Bürkertコミュニケーターによって、有効化または無効化できます。

Web server > Parameter > Activate web server

11.3	 Webサーバーへの接続を確立する
	→ ネットワークケーブルを介してPCを装置と接続します。

	→ ウェブブラウザのアドレスバーにIPアドレスを入力します。

装置のデフォルトIPアドレスは、192.168.0.100です。 
IPアドレスが不明な値に変更された場合、現在のIPアドレスはユニットのディスプレイから照会するか、Bürkertコ
ミュニケーターを使用して決定することができます。
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図 26：	 ウェブサーバーのビュー

11.4	 Webサーバーでログインする
	→ スタートページの左上にある Login をクリックします。

	→ ユーザー名とパスワードを入力します：	� ユーザー名： admin 
パスワード： admin （またはMAC address）

	→ Login をクリックします。

図 27：	 Webサーバーでログインする
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11.5	 パスワード
注意
標準パスワードに基づくセキュリティリスク。

権限のない第三者がWebサーバーでログインし、システムで変更を行うことができます。
	► 標準パスワードを変更します。
	► Webサーバーが必要ない場合は、Bürkertコミュニケーター経由のアクセスを無効化します。 
Web server > Parameters > Deactivate web server。

以下のユーザー名とパスワードは標準で有効になっており、パスワードのリセット時に再び有効になります。

製造日 2020年12月まで 2021年9月より
ユーザー名 admin admin
標準パスワード admin MACアドレス

MAC addressは、装置とBürkertコミュニケーターに表示されます。

（Protocol name） > Parameters > （Protocol name） settings > MAC address

MAC addressの正しい入力（例）：DC-B0-58-00-15-D6

MAC addressのパスワードを入力する際は、「-」が正しく書かれていることを確認してください。

11.5.1	 パスワードを変更する

	→ Webサーバーでログインします。

	→ メニュー General settings で新しいパスワードを入力し、確定します。

11.5.2	 パスワードを工場出荷時設定にリセットする

	→ Login をクリックします。

	→ ログインウィンドウの右下にあるパスワードの Reset  をクリックします。

パスワードを実際にリセットするためには、装置で3分以内に再起動を行う必要があります。再起動は、フィールド
バスゲートウェイのディスプレイ、ソフトウェア「Bürkertコミュニケーター」、または電圧リセットによって行うことが
できます。

11.6	 装置構成
ゲートウェイ構成の作成は、Webサーバーからはできません。これにはBürkertコミュニケーターツールが
必要です。 
複数の装置の構成： 
装置は工場出荷状態で同じIPアドレスを持っているため、装置を同定できるようにするためには、ネットワ
ーク内にまだ未設定の装置が1つ以上存在してはいけません。

	▶ 装置を順に1つずつネットワークと接続して構成します。

	→ 装置の名称とIPアドレスを入力します。 
装置名(DNS互換名)は、構成時に使用されます。

	→ Applyをクリックします。

変更されたパラメータを適用するには、装置の電圧リセットが必要です。

	→ 製品を再起動します。
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12	 OPC UA

12.1	 一般的な説明
OPC UAサーバーは、OPC UAクライアントにゲートウェイ構成によって決定された値（循環および非循環）を読み
書きするオプションを提供します。

ME43および接続されているbüS装置のデータをOPC UAクライアントで使用できるようにするには、次の点に注意
する必要があります：

	• Bürkertコミュニケーターのバージョンが5.2 以降のゲートウェイ構成を実行する必要があります。非周期的な値
も選択できます。

	• 設定されたプロトコルによって、コントローラーとOPCクライアントを使用できる値は同一であり、個別に表示す
ることはできません。

	• ゲートウェイの構成後、büSマッピングを実行する必要があります。büS装置がマッピングにより、ゲートウェイに
接続されていない場合、装置の値と名称を読み取ることはできません。

12.2	 OPC UAとの接続を確立する
サーバーOPC UAの機能の有効化と無効化は、Bürkertコミュニケーターで設定します。

OPC UA > Parameters > Enable OPC UA

図 28：	 OPC UAを有効にする

OPC UAの有効化の後、OPC UAサーバーの詳細設定が表示されます。

12.2.1	 装置の設定

IPパラメータは、プロトコル固有の設定で設定されます。

詳細ビュー メニュー

Parameters Activate OPC UA OPC UAは、ここで有効化または無効化できます。この設定は、次に装置
を再起動したときに有効になります

Server port OPC UA通信用ポートの設定。納品状態：4840
Number of objects 
being monitored

OPC UAサーバーがモニターする最大数を制限するのに使用します

Event type ME43のイベントをどのタイプで送信するかを設定します。接続された
büS装置からイベントを送信できるようにするには、  
General settings > System monitoring > Diagnostics で、対応する
タイプを選択する必要があります

表 8：	 ME43（OPC UAサーバー）の設定
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設定を変更した後、装置を再起動する必要があります。

12.2.2	 OPC UAクライアントの設定

エンドポイントURL opc.tcp://*ME43のIPアドレス*:*サーバーポートを設定します（工場出
荷時設定：4840)* 
例： opc.tcp://192.168.0.100:4840

セキュリティ設定
セキュリティポリシー なし
メッセージセキュリティモード なし
認証設定 匿名

12.3	 サーバー証明書
OPC UAサーバーは、ファクトリーサーバー証明書を自分のものと交換するオプションをユーザーに提供します。交
換は、Webサーバー経由で実行できます。

証明書の発行：

	→ ME43のIPアドレスでWebサーバーを開きます。 
証明書は、ログイン後にのみ変更できます。

	→ OPC UA Server を選択します。

	→ Server certificate の下のアイコン  をクリックして、「DER」型式のファイルを選択します。

	→ Change certificate を選択します。

図 29：	 サーバー証明書の変更
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転送が成功したら、装置を再起動する必要があります。

ユーザー固有の証明書を削除し、工場出荷時の証明書を有効化します。

	→ Change certificate をクリックします。

	→ OK で確定します。

再起動後、ファクトリー証明書がロードされます。

工場出荷時設定にリセットすると、ユーザー固有の証明書が削除され、工場出荷時の証明書が有効になります。

ユーザー固有の証明書は、リムーバブルストレージ装置に保存されないので、構成が別の装置の転送されるとき
に転送されません。
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13	 ディスプレイエレメント

Display

装置状態表示用 
ステータスLED

産業用イーサネットへの
ネットワーク接続用 
LED

（PROFIBUS仕様および
CC-LINK仕様では使用
不可）

RJ45

Link LED	
（黄）

Link／Act LED	
（緑）

図 30：	 表示エレメントの概要

13.1	 産業用イーサネットへのネットワーク接続を表示するためのLED

PROFIBUS仕様およびCC-LINK仕様には、ネットワークへの接続に関するステータス表示がありません。

ネットワークへの接続は、チューブコネクタD-Sub 9ピンを介して行われます。 

説明：

LEDの状態 説明およびエラーの原因 処置

Link LED	
（黄）

アクティブ ネットワークに接続されています。 –

非アクティブ ネットワークに接続されていません。 ケーブルを確
認する

Link／Act LED	
（緑）

アクティブ 速い点滅：上位プロトコル層 （PROFINET、EtherNet／IP また
はModbus-TCP） との接続が確立されます。データが送信さ
れます。

遅い点滅、再起動後約20秒。 
プロトコル層に接続されていません。

非アクティブ ネットワークに接続されていません。 ケーブルを確
認する

表 9：	 説明：ネットワーク接続のLED
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13.2	 装置状態表示用LED
NAMUR NE 107に基づいて、装置ステータスを表示するLEDが色とステータスを変更します。

複数の装置ステータスが同時に存在する場合は、最も優先度の高い装置ステータスが表示されます。優先度はス
タンダード動作からの逸脱度の重さによって決められます（赤＝故障＝最優先）。

NAMURモードでの表示：

NE 107に基づいた表示 説明 意味

カラーコード カラー

5 赤 故障、エラー
または障害 

誤動作。装置の機能は保証されません。

4 オレンジ 機能チェック 装置がbüSフィールドバスパティシパントを検索すると、このステー 
タスは数秒後に終了します。

3 黄 仕様外 装置の環境条件またはプロセス条件が指定範囲外です。

装置内診断は、装置またはプロセスプロパティの問題を示します。

データシート値を遵守することはできません。

2 青 メンテナンス
要件

装置は進行中の診断を通じて偏差を検出し、訂正を行いました。装置
機能が制限されています。

装置は制御モードですが、すぐに機能が制限されます。

	→ 装置をメンテナンスします。

1 緑 診断がアクテ
ィブ

製品にエラーが発生していません。ステータスの変更は色で表示さ
れます。 
メッセージは、必要に応じて接続されたフィールドバスを介して送信
されます。

0 白 診断が非アク
ティブ

製品がオンになっています。ステータスの状態は表示されません。 
メッセージはメッセージリストにリストされていないか、または接続
されているフィールドバス経由で送信されます。

装置は仕様内で作動します。

表 10：	 NAMURモードでの装置状態の表示
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14	 BÜRKERTコミュニケーター メニュー
次の概要では、Bürkertコミュニケーターソフトウェアを使用したタイプ ME43の装置固有の設定について、説明し
ます。ソフトウェアの基本的な操作については、説明していません。

Bürkertコミュニケーターソフトウェアの使用に関する詳細情報は、ビュルケルトホームページ 
(https://country.burkert.com/ →8920 → 「取扱説明書」のダウンロード)にあります。

次の概要は、「インストーラー」ユーザーレベルで表示されるメニューを示しています。このユーザーレベルには、
最高レベルの権限があります。

14.1	 f(x)構成
f(x)構成の構成範囲には、さらなる装置機能を構成するためのメニューが含まれています。

f(x)構成により、グラフィカルプログラミングインターフェースを使用した無料のプログラミングによる機能強化が
可能になります。 
機能には、タイマー、グラフィックプログラムまたはコントローラー等があります。

f（x）構成のソフトウェアに関する情報および説明書は、Bürkertのホームページhttps://country.burkert.
com/ →8922→ 「取扱説明書」のダウンロード にあります。

14.2	 「ウェブサーバー」および「OPC UA」構成範囲
WebサーバーとOPC UAの使用は、以下のプロトコルに対して可能です。

	• PROFINET IO

	• EtherNet/IP

	• EtherCAT

	• Modbus TCP

	• CC-Link IE field basic

Webサーバーを有効または無効にします：

Web server > Parameters > Enable web server

OPC UAサーバーを有効または無効にします：

OPC UA > Parameters > Enable OPC UA

OPC UAサーバーが有効化されている場合、f（x）構成は使用できません。
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14.3	 構成範囲「PROFINET」、「EtherNet/IP」、「EtherCAT」、「Modbus TCP」	
および「CC-Link IE Field Basic」

パラメータ詳細ビュー

詳細ビュー メニュー

Parameters PROFINET, EtherNet/IP, 
Modbus TCP or CC-Link IE 
field basic settings

Initiate Startup wizard：büS通信の入力チェックおよび始動
条件のために設定します。
IP parameter settings
DNS compatible name を設定します 。
Fixed IP address を設定します 。
Network mask を設定します 。
Standard gateway を設定します 。
Temporary IP address t を指定します。
MAC address が表示されます。
Advanced settings Alarm settings

Internal cycle time
Control mode settings
Firmware update protocol

Gateway configuration Download a gateway configuration file
Create a gateway configuration

Unit conversion
Hide process values Edit values to be hidden

Reset hidden values
Acyclic routing settings
Change protocol Protocol を選択します

表 11：	  「PROFINET」構成範囲の設定、パラメータ詳細ビュー

詳細ビュー「診断」

詳細ビュー メニュー

Diagnostics Configuration file information
Protocol これらのメニューでは、 

現在の値が設定されず 
に表示されます。

Communication status
Established connections to PLC
Current internal cycle time
Advanced Last status code

表 12：	  「PROFINET」構成範囲の設定　診断詳細ビュー
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メンテナンス詳細ビュー

詳細ビュー メニュー

Maintenance Version numbers Stack name これらのメニューで
は、現在の値が設定さ
れずに表示されます。

Stack version
Stack build
Stack revision
Stack date
ICom version

Hardware reset of industrial 
communication

表 13：	  「PROFINET」構成範囲の設定　メンテナンス詳細ビュー

14.4	  「EtherCAT」構成範囲 
パラメータ詳細ビュー

詳細ビュー メニュー

Parameters EtherCAT settings Initiate Startup wizard：büS通信の入力チェックおよび始動
条件のために設定します。
Station alias
MAC addressが表示されます。
Advanced settings A Internal cycle time

Control mode settings
Firmware update protocol

Gateway configuration Download a gateway configuration file
Create a gateway configuration

Unit conversion
Hide process values Edit values to be hidden

Reset hidden values
Acyclic routing settings
Change protocol Protocol を選択します

表 14：	  「EtherCAT」構成範囲の設定、パラメータ詳細ビュー
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14.5	 構成範囲「一般設定」
パラメータ詳細ビュー

詳細ビュー メニュー

Parameters Status LED Operation mode を設定します。

büS büSインターフェースの構成
Displayed name をディスプレイとBürkertコミュニケーターに割り当て
ます。
Location 装置に表示される場所を指定します。
Description ツールヒントの説明テキストを入力します

Advanced Unique device name パートナーの割り当て。
Baud rate を指定します。
CANopen address を指定します。
Bus mode büSインターフェースのモードを設定します
Show errors from büS partners フィールドバスパー
トナーエラーを表示するかどうか、またはエラーを表示
パートナーを設定します。
Deallocation delayフィールドバスパートナーを失って
から構成を削除するまでの時間。

Alarm limits 装置が警告またはエラーを発行する制限を設定します。
Supply voltage 供給電圧のアラーム制限を設定します。
Device temperature 装置温度のアラーム制限を設定します。
Warning of battery voltage below 値の表示。

Diagnostics 診断を有効または無効にします。
PDO 
configuration

プロセスデータオブジェクトの構成
PDO 1
Reset to default values

Configuration 
provider

Status 構成プロバイダを有効または無効にします。
Remove all device configurations 装置の再起動後に動作を設定し 
ます。
Forced reconfiguration of all devices 装置の再起動後に動作を設定 
します。
Ignore offline devices を有効または無効にします 。

Managing device 
functions

f（x）構成を使用できるようにするには、産業用通信、Webサーバー、およ
びOPC UAを無効化します。

f（x）構成を現在の設定で使用できるかどうかを表示します。
System 
monitoring

Diagnostics
Individual diagnostics of the system devices

Display Brightness、Contrast、Mounting position、Language を設定します。

表 15：	 構成範囲「一般設定」の設定 パラメータ詳細ビュー
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詳細ビュー「診断」

詳細ビュー メニュー

Diagnostics Device status Operating duration これらのメニュー
では、現在の値が
設定されずに表示
されます。

Device temperature
Supply voltage
Voltage drops 再起動後以降の数。
Min./Max. values Max. temperature

Min.temperature
Max. Supply voltage
Min.Supply voltage

Device start counter
Removable storage medium status
Current system time
Battery voltage

büS status Receive errors 再起動後以降の数。
Max. receive errors 装置状態に達した最も重大な受
信エラーが表示されます。 
ディスプレイは0にリセットできます。
Send errors 再起動後以降の数。
Max. send errors 装置状態に達した最も重大な送信
エラーが表示されます。 
ディスプレイは0にリセットできます。
Reset error counter
CANopen status operationalまたはpreoperational

Logbook               � ログブックには、タイプ、時刻および署名を含むすべての警告とエラーメッセ
ージが一覧表示されます。 

 �ログブックに表示されるメッセージは、更新、保存および削除することができ
ます。

Configuration 
provider

Status これらのメニュー
では、現在の値が
設定されずに表示
されます。

Managed clients
- Thereof offline configurations
- Thereof ordered reconfigurations
Reconfigured devices
Loaded device configurations
Missing devices
Faulty configuration load processes（再起動以後）
Faulty reconfigurations
Removable storage medium status

表 16：	  「一般設定」構成範囲の設定 診断詳細ビュー

メンテナンス詳細ビュー
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詳細ビュー 設定

Maintenance Device information Displayed name 情報ビュー（パラメータ）の
同じ名前のメニューに名前が入力されている
場合にのみ表示されます。

これらのメニュー 
では、現在の値が設
定されずに表示され
ます。Identification number

Serial number
Software ident. number
Software version
büS version
Hardware version
Product type
Manufacturing date
eds version
f(x) version
Device driver Driver version

Firmware group
DLL version
Place of origin

Reset device Restart
Factory reset

表 17：	 構成範囲「一般設定」のメニュー、詳細ビュー「メンテナンス」
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15	 装置の交換

警告

不適切な作業による負傷の危険。

	▶ 装置の交換は有資格者が適切なツールを使用してのみ行うことができます。

	▶ システムが意図せず作動しないよう保護してください。

	▶ 装置の交換後、再始動が制御されていることを確認してください。

1. 電源電圧をオフにします。

2. 5ピンスプリング式端子を取り外します。

図 31：	 5ピンスプリング式端子の取外し

3. �インターフェースX2およびX2からEthernetケーブルを取り外します。	
PROFIBUS仕様およびCC-LINK仕様の場合：チューブコネクタ D-Sub、9ピンを取り外します。

4. 規格レールから装置を取り外します。

図 32：	 規格レールからの装置取外し

	→ 装置を上方に押し、規格レールの上部ガイドから外します。
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5.microSDカードの取外し

カバー

microSDカード用カードスロット

図 33：	 microSDカードの交換、フィールドバスゲートウェイ ME43

	→ カバーを凹部から慎重に引き出します。

	→ カバーを左上に回します。

	→ ロック解除するには、ロックされたmicroSDカードの端を押します。

	→ microSDカードを取り外します。

6. 交換装置へのmicroSDカード挿入： 
 �挿入時は挿入方向に注意してください。

	→ microSDカードをカードスロットに挿入します。microSDカードが所定の位置にはめ込まれていることを確認
してください。

	→ カードスロットのカバーを閉じます。

7. 規格レールへの交換装置取付け

図 34：	 規格レールへの装置取付け

	→ 装置を右に傾けて規格レールに合わせます。

	→ 装置を規格レールの下部ガイドに引っ掛けます。

	→ 装置を上に押しながら同時に左に向きを変え、規格レールの上部ガイドにかみ合わせます。

8.交換装置の電気的接続

	→ 5ピンスプリング式端子を装置に差し込みます。

	→ EthernetケーブルをソケットX1およびX2に挿入します（チューブコネクタRJ45用）。 
PROFIBUS仕様およびCC-LINK仕様の場合：チューブコネクタ D-Sub、9ピンを差し込みます。

	→ 供給電圧を印加します。
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16	 トラブルシューティング
問題 考えられる原因 処置

NAMUR-LEDが定期的に消
灯する。

電力供給が定期的に切れ、製品が毎
回リセットを実行する。

十分な電力のある電源を使用してくだ 
さい。

接続ケーブルの電圧降下が大きす 
ぎる。

ケーブルの断面積を増やします。

ケーブルの長さを短くしてください。
産業用EthernetとbüS間
でプロセス値が転送され
ない。

ケーブルが接続されていない EthernetとbüSケーブルを確認してくだ 
さい。

値の読み取りと書き込みが装置の制
御オブジェクトのPLCによって認可さ
れない。

装置の制御オブジェクトの値の読み取りと
書き込みを有効にします。

プロセス値が正しく構成されてい 
ない。

プロセス値の構成を確認してください。

プロセス値が正しく割り当てられて
いない。

büSフィールドバスパティシパントへのプ
ロセス値の割り当てを確認してください。

プロセス値をbüSフィール
ドバスパティシパントに割
り当てることができない。

プロセス値が未設定です。 プロセス値の構成を確認してください。
構成適用の完了後に製品を再起動し
ていない。

構成後に製品を再起動します。

プロセス値が異なるクラスに割り当て
られている。

büS フィールドバスパティシパントが同じ
クラスのプロセス値であるか割り当てを
確認してください。

入力方向と出力方向の割り当てが遵
守されていない。

入力方向と出力方向が正しいことを確認
してください。

誤った値が送信されるか値
がゼロである。

プロセス値が割り当てられていない
か間違ったフィールドバスパティシパ
ントに割り当てられている。

プロセス値の割り当てを確認してくだ 
さい。

故障した装置からの
microSDカードの値が交換
装置に適用されない。

交換装置と故障した装置の装置ID番
号が異なっている。

同じIDを持つ装置間でのみ値を転送でき
ます。

microSDカードに欠陥がある。装置が
microSDカードに値を書き込むこと
ができない。

microSDカードを交換し（第「17 付属品」
章を参照）、故障した装置のパラメータを
microSDカードに再度転送してみてくださ
い（「9.5 マイクロSDカードによるデータの
転送と保存」を参照）。

故障した装置からの
microSDカードのすべての
値が交換装置に適用され
ない。

交換装置と故障した装置のEDS装置
説明が異なっている。

故障した装置の既存の値のみ交換装置に
転送できます。交換装置の新しい値は、ソフ
トウェア「Bürkertコミュニケーター」を使用
してパラメータ化する必要があります。

表 18：	 トラブルシューティング
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16.1	 エラーコードの説明

エラーコード 説明 
1／3 過負荷検出。
2／1 過電圧検出。
2／2 低電圧検出。
2／3 電圧警告制限の超過。
2／4 電圧警告制限未満。
2／5 バッテリー電圧警告制限未満。
2／6 電圧ディップ検出。
3／1 過剰温度検出。
3／2 過少温度検出。
3／3 温度警告制限の超過。
3／4 温度警告制限未満。
18／4 SDカードの欠陥。
18／7 リムーバブルストレージ利用可能。
18／8 リムーバブルストレージへのアクセス不可。
18／9 別の装置で構成を正常に管理。
18／10 別の装置で構成の管理不可。
18／11 構成プロバイダで装置構成のロード不可。
18／12 少なくとも1台の装置が欠落。
18／13 Bürkertコミュニケーター必要。
18／14 装置交換必要。
18／15 オプションが多すぎて装置交換不可。互換性のある装置数を削減。
18／16 装置交換での問題。
18／17 装置交換での問題。少なくとも1つのオブジェクトの書き込み不可。
18／18 装置交換失敗。
18／19 装置交換正常。
18／20 メモリカード不検出により構成プロバイダが非アクティブ。
18／21 複数の構成プロバイダがアクティブ！他のプロバイダ機能をオフにします。
32／1 内部メッセージ保管の容量超過。
32／130 装置の初期化。
33／1 「操作」状態に変更。
33／2 「診断アクティブ」状態に変更。
33／3 「メンテナンス」状態に変更。
33／4 「仕様外」状態に変更。
33／5 「機能点検」状態に変更。
33／6 「エラー」状態に変更。
33／7 動作状態自動に変更。
33／8 操作モードを手動に変更。
33／9 特別モードに変更：LED点滅。
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エラーコード 説明 
33／11 「オフ」状態に変更。
33／12 少なくとも1つの値に対して入力値シミュレーションがアクティブ。
33／13 少なくとも1つの値に対して出力値シミュレーションがアクティブ。
33／14 デモモードがオン。
33／15 ユーザー制御のメンテナンス信号
33／32768 1件のステータスメッセージ保留中。
35／1 EERPROMエラー検出。
35／2 少なくとも1つの永続メモリが使用不可。
40／996 1つ以上のフィールドバスパートナー装置でエラー発生。
45／128 メールボックスがオーバーフローしました。
45／1280 büSイベント：BDOメッセージメモリがオーバーフローしました。
45／129 büSメールボックスがオーバーフローしました。
45／130 CANopenメールボックスがオーバーフローしました。
45／131 CANopen応答メールボックスがオーバーフローしました。
45／132 イベントメールボックスがオーバーフローしました。
45／133 CSDO応答メールボックスがオーバーフローしました。
45／134 BDO応答メールボックスがオーバーフローしました。
45／145 CANコントローラーメッセージバッファーがオーバーフローしました。
45／15 長さが正しくないメッセージ／データ。
45／16 メッセージ転送に失敗しました。
45／17 確認メッセージのタイムアウト。
45／176 CANエラーカウンターオーバーフロー —バスオフ—。
45／177 入力バッファのオーバーフロー。
45／178 出力バッファのオーバーフロー。
45／256 büSイベント：büS動作なし。
45／257 büSイベント：通信の初期化。
45／3 一般的エラー、例えば。
45／4 不正なbüSステータス。
45／5 CANopenタスクコマンドが失敗しました。
45／512 büSイベント：ローカライズ。
45／6 機能に渡されたパラメータが正しくありません。
45／768 büSイベント：装置は同じアドレスを使用しています。
45／769 büSイベント：装置は同じシリアル番号を使用しています。
45／1024 büSイベント：バス接続不明/利用不可。
45／1792 büSイベント：フィールドバスパートナー検索アクティブ。
45／1793 büSイベント：メーカー未検出。
45／1794 büSイベント：アドレスなしの手動構成装置。検索最長1分。
45／1795 büSイベント：メーカーの割り当て不適切。
45／1796 büSイベント：メーカー削除失敗。
45／1797 büSイベント：不適切なCANopen構成装置。
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エラーコード 説明 
45／1798 büSイベント：両方のbüSインターフェースでGCVを設定。
45／1799 büSイベント：メーカーの周期的通信が非アクティブ。
45／2048 büSイベント：永続的なbüSデータを保存（装置の電源は切らないこと）。
45／2049 büSイベント：永続的なbüSデータを削除（装置の電源は切らないこと）。
45／2304 büSイベント：非周期データのルーターがアクティブ。
45／2560 büSイベント：不適切なシリアル番号。
45／2561 büSイベント：周期的な入力の構成が不適切（フィルターが不十分）。
45／2562 büSイベント：周期的な値の構成が不適切。
45／2816 büSイベント：マネージャがアクティブ。
45／3072 büSイベント：監視対象装置に障害発生。
45／3584 アドレッシングの待機。
45／4096 装置パラメータの初期化エラー。
45／4097 設定アドレスはすでに使用済み。
51／1 プロセス制御システムへの接続が不適切。
51／2 周期的なデータトラフィックが設定されたタイムアウトパラメータよりも低速。
51／10 産業用通信の初期化。
51／101 NetX構成のエラー（ファームウェアのダウンロード中など）。
51／102 産業用通信がオフ。
51／103 マッピングファイルが存在しないか不適切。
51／104 利用可能なプロトコルファームウェアなし。
51／105 プロトコルを選択して装置を再起動。
51／201 プロトコルスタックの初期化エラー。
51／202 プロトコルスタックの構成エラー。
51／203 MACアドレスの送信エラー。
51／204 オブジェクトデータの登録エラー。
51／205 接続の登録エラー、5つ以上指定。
51／206 間違ったPROFIBUSアドレス、アドレス1～126のみ可能。
51／207 不正なCC-Linkリンクアドレス、アドレス1～64のみ可能。
51／208 間違ったCC-Linkリンクボーレート。
51／209 IPパラメータが正しくありません。
51／300 フィールドバスマスターが停止状態。
51／303 周期的なデータ交換中のエラー。
51／400 マスターが故障しているモジュール/サブモジュールの接続を試行。
52／2 f(x)機能のEDS拡張エントリなし、再構成必要。
52／3 機能ペイロードのCRCエラー、再構成必要。
52／4 機能生成不可（機能が不明？）。
52／5 機能の初期化不可。
52／6 f(x)構成に誤り、再構成必要。
52／7 機能番号が無効、再構成必要。
52／10 f(x)のペイロードキャッシュがフル、機能数またはプログラムのサイズを削減する。
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エラーコード 説明 
52／11 機能計算エラー。
52／12 ユーザーメッセージ。
52／13 指定したサイクルタイムよりも長く計算された機能が無効化！必要に応じてサイクル時間を増

やす。
52／15 グラフィック f(x)プログラムのサイクル時間が関連する機能のサイクル時間と不一致。装置にプ

ログラムを再ロードする。
52／16 f(x)マッピングに障害（マッピングテーブルが無効）、再構成必要。
52／17 f（x）機能はメーカーを待機する（すべての入力がリンクされていますか？）
52／18 グラフィカルプログラムエディター：プログラムが読み込まれていない、装置にプログラムを読

み込む。
52／19 f（x）機能にエラーがあります！（他のアクティブなエラーを修正します）。
52／20 f(x)機能のサイクル時間が長すぎる！機能の修復不可能な損傷を避けるため、サイクル時間の短

縮必要。
52／21 グラフィカルプログラムエディター：プログラムのライセンスが不十分！全機能のロックを解除す

るには、Bürkert販売店にお問い合わせください！
52／22 グラフィカルプログラムエディター：無効な永続データ！デフォルト値を使用。
52／23 グラフィカルプログラムエディター：プログラムとプログラム構成が不一致、再構成必要。
52／24 グラフィカルプログラムエディター：ライセンスなし。1時間のプログラム実行後に非アクティブ化。
52／25 グラフィカルプログラムエディター：ライセンスなし。プログラム終了！全機能のロックを解除する

には、Bürkert販売店にお問い合わせください！
52／26 初期化f（x）。
63／10 少なくとも1個のbüS装置が、次のステータスになっています：メンテナンス。
63／11 少なくとも1個のbüS装置が、次のステータスになっています：仕様外。
63／12 少なくとも1個のbüS装置が、次のステータスになっています：機能テスト。
63／13 少なくとも1個のbüS装置が、次のステータスになっています：エラー。
63／20 f（x）機能は、OPC UAが有効になっている間は使用できません。

表 19：	 エラーコードの説明
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16.2	 ステータスLEDと対策
NAMUR NE 107に基づく	
ステータスLEDの表示

説明 処置

色なし 装置に電圧が供給されていません。 装置に電圧を供給します。
フラッシュ 

（すべての色に適用）
装置がソフトウェア「Bürkertコミュニケ
ーター」で選択されています。

ソフトウェア「Bürkertコミュニケーター」
で装置の選択を解除します。

赤 装置が故障しています。 装置のメンテナンスが必要です— 
メーカーにご連絡ください。

他のbüSフィールドバスパティシパントと
通信ができません。

ネットワーク内の装置を他のbüSフィー
ルドバスパティシパントと接続します。

バスエラー（短絡等）。 配線を点検してください。
装置にPLCへの接続がありません。 配線を点検してください。

装置のPLC接続については、装置の説明
を確認してください。

装置は割り当てられたbüSフィールドバ
スパティシパントを検出しない。

büSフィールドバスパティシパントが装
置に割り当てられているか確認してくだ
さい。

オレンジ アクティブなbüSフィールドバスパティシ
パントを検索します。数秒後にステータ
スが終了します。

装置状態が4分以上続く場合は、ネットワ
ークを再起動してください。

黄 仕様外の装置温度、装置の破損を排除す
ることができません。

仕様内で装置を操作します。

装置内診断は、装置またはプロセスプロ
パティの問題を示します。

ログブックのメッセージに従って措置を
行います。

青 メンテナンス要件 装置をメンテナンスします。

表 20：	 装置状態表示の措置 

LEDの状態 説明およびエラーの原因 処置

Link LED （黄） 非アクティブ ネットワークに接続されていません ケーブルを確認してください。

Link/Act LED （緑） 非アクティブ ネットワークに接続されていません。 ケーブルを確認してください。

表 21：	 ネットワーク接続および測定用のLED
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17	 付属品

注意

誤った部品による物的損害および負傷の危険。

不適切なアクセサリやスペアパーツは、人身事故、装置およびその周辺に損傷を与える可能性があります。

	▶ Bürkertのオリジナルアクセサリとオリジナルスペアパーツのみ使用してください。

付属品 注文番号
USB-büSインターフェースセット1（パワーサプライおよびソフトウェア Bürkertコミ
ュニケーターを含む）

772426

microSDカード 774087
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18	 取外し

警告

不適切な取外しによる怪我の危険。

	▶ 取外しは有資格者のみが行うことができます。

1. 電源電圧をオフにします

2. 5ピンスプリング式端子を取り外します。

図 35：	 5ピンスプリング式端子の取外し

3. �インターフェースX2およびX2からEthernetケーブルを取り外します。	
PROFIBUS仕様およびCC-LINK仕様の場合：チューブコネクタ D-Sub、9ピンを取り外します。

4. 規格レールからの装置取外し

図 36：	 規格レールからの装置取外し

	→ 装置を上方に押し、規格レールの上部ガイドから外します。
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19	 輸送、保管、廃棄処分

注意
製品の不十分な保護による輸送中の損傷。

	▶ 製品をほこりや湿気から保護し、耐衝撃性の梱包材を使用して輸送してください。

	▶ 許容保管温度を遵守してください。 

誤った保管は機械の損傷の原因となることがあります。

	▶ 装置は乾燥したほこりのない状態で保管してください。

	▶ 保管温度： -30 °C～+80 °C。

注意
媒体汚染された部品による環境への被害。

	▶ 環境に配慮した方法で装置と梱包材を廃棄処分してください。

	▶ 該当する廃棄規則および環境規制を遵守してください。

各国の廃棄物処理規則に従ってください。
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